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令和２年度上半期の原子力規制検査の実施状況 
 

 

令和２年１２月１５日 

原 子 力 規 制 庁 
 
 

令和２年度上半期に実施した核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関す
る法律に基づく原子力規制検査の実施状況を報告する。 
 
１．原子力規制検査（原子力施設安全及び放射線安全関係） 
（１）検査の実施状況 

原子力規制事務所の検査官が中心に実施する日常検査は、滞りなく実施し
た。本庁から派遣する検査官が中心に実施するチーム検査は、年度当初の新
型コロナウイルス感染症の影響により出張を控えた影響から、検査計画を一
部延期するなどの見直しを行い、その後、順調に実施した。 
 

（２）検査指摘事項 
実用発電用原子炉施設において、検査指摘事項に該当するものが第１四半

期は２件、第２四半期は５件確認された。核燃料施設等においては検査指摘
事項に該当するものがなかった。 

 
当該期間における検査指摘事項 

  
件名 概要 

重要度 

深刻度 

1 第１ 

四半期 
女川原子力発電所２号機 

不適切な表面汚染密度測定

による作業員の内部被ばく 

適切な表面汚染密度測定及び

被ばく防護対策が実施されて

おらず、作業員に意図しない

内部被ばくが発生した。 

緑 

SL Ⅳ 

2 

美浜発電所３号機 不適切

な保全による海水ポンプ自

動停止 

保全計画において、設置環境

及び使用環境が適切に考慮さ

れておらず、使用済み燃料ピ

ット等の熱除去に用いられる

海水ポンプが自動停止した。 

緑 

SL Ⅳ 

3 第２ 

四半期 高浜発電所３号機 ２次側

配管の異物管理対策不備に

よる蒸気発生器伝熱管の損

傷事象（法令報告） 

高浜発電所３号機第２４回定

期検査において、３基ある蒸

気発生器のうち２基から、外

面からの減肉率が２０％を超

える伝熱管が計２本発見され

た。 

緑 

SL Ⅳ 

4 島根原子力発電所２号機 

不適切な操作による残留熱

除去系Ｂポンプ自動停止 

長期停止中の島根原子力発電

所２号機において、不適切な

弁操作により、使用済燃料プ

ールを冷却中だった残留熱除

去ポンプが停止した。 

緑 

SL Ⅳ 
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5 伊方発電所３号機 海水管

トレンチ室内における不適

切なケーブル敷設による火

災影響軽減対策の不備 

伊方発電所３号機において、

海水ポンプの制御ケーブルを

収納しているケーブルトレイ

にむき出しの換気空調用のケ

ーブルが入線していた。 

緑 

SL Ⅳ 

6 伊方発電所３号機 制御盤

室内における感知器の不適

切な箇所への設置による火

災感知機能の信頼性低下 

伊方発電所３号機において、

制御盤室内天井の自動火災感

知器（熱感知）が換気口空気

吹き出し部に近接して設置さ

れていた。 

緑 

SL Ⅳ 

7 川内原子力発電所２号機 

配線処理室内における不適

切なケーブル敷設による火

災影響軽減対策の不備 

川内原子力発電所２号機にお

いて、安全停止系のケーブル

を収納しているケーブルトレ

イにむき出しの安全系ケーブ

ルが入線していた。 

緑 

SL Ⅳ 

 
（３）検査継続案件 

以下の検査気付き事項については、検査指摘事項とするか継続して確認中
である。 

①日本原燃株式会社再処理事業所（再処理施設）における非常用電源建屋
第２非常用ディーゼル発電機燃料弁清水タンクからの漏えい事象 

②関西電力株式会社大飯発電所３号機における加圧器スプレイライン配管
における非破壊検査での有意な指示 

 
２．原子力規制検査（核物質防護関係） 
（１）検査の実施状況 

新型コロナウイルス感染症の影響により、第１四半期は、チーム検査を５
件実施した（当初予定は２２件）。第２四半期は、チーム検査を２６件実施
した（当初予定は２２件）。 

 
（２）検査指摘事項 

実用発電用原子炉施設において、検査指摘事項に該当するものが第１四半
期は１件、第２四半期は１件確認された。核燃料施設等において、検査指摘
事項に該当するものが第１四半期はなかったが、第２四半期は１件確認され
た。 

 
当該期間における検査指摘事項 

  
件名 

重要度 

深刻度 

1 第１ 

四半期 
福島第二原子力発電所における周辺防護区域の設定等 

緑 

SL Ⅳ 

2 第２ 

四半期 
島根原子力発電所における情報の管理 

緑 

SL Ⅳ 

3 

リサイクル燃料備蓄センターにおける情報の管理 

指摘事項 

（追加対

応なし） 

SL Ⅳ 
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（参考） 

 

原子力規制検査の運用開始までの流れ 

 

 平成２８年 ３月 総合規制評価サービス（ＩＲＲＳ）での指摘 

 

 平成２８年 ５月 検査制度の見直しに関する検討チームにおいて、検討を開始 

 

 平成２９年 ４月 原子炉等規制法の改正 

 

 平成３０年１０月 試運用開始 

 第１フェーズ （平成３０年１０月～平成３１年３月） 

①検査の実施及び制度全体の運用に係る手法や必要な文書類の精査 

②検査結果の評価に係る精度の向上 

③各種手続きや会合等のプロセスの確立 

を目的として、一部の施設に対して実施。 

 第２フェーズ （平成３１年４月～令和元年９月） 

代表プラントを中心に、試運用の対象を拡大し、検査の実施に加え、検査の指

摘事項に対する重要度評価やプラントの総合的な評定等をリスク重視で行う考え

方を規制側と事業者側との双方で共有しながら、制度の全体的な運用の精査を

実施。 

 第３フェーズ （令和元年１０月～令和２年３月） 

あらゆる原子力施設において、フェーズ２の内容を更に習熟させるよう実施。こ

の間、法令類の整備として、政令、関係規則及び内規等の改正・策定作業や原

子力事業者と検査の指摘事項の暫定的な重要度評価結果に係る模擬「意見聴

取会」を行うなど、運用開始に向けた最終的な準備を実施。 

 

 令和２年４月 運用開始 


